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状染材 400g を投入し、40 分間煮沸後に 95 時間自然
放置した。
　抽出条件④：蒸留水に炭酸カリウムを加え、
pH11.1 に調整し、鍋にアルカリ性溶液 6 ℓを入れ、沸




溶液 12 ℓを入れ、沸騰後にチップ状染材 300g を投入




























400nm( 場合によっては 350nm で測定した )、500nm、



















































































　染色方法①によって染色した布 ( 絹、毛、綿 ) を
図７．自然放置による吸光度ピーク値の変化
図８．染液の自然放置による pH の変化
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図 10．染織布の a*  b* の関係
を判断するためである。目視から判断すると染色時間
とともに染色布が濃色に変化した。そこで、染色布の
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